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「春の自然まつり！」 
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第一次出水市総合計画が策定されました①

～人と自然が融和した にぎわいある元気都市 出水市～
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ななななななななななおおおおおおおおおお、、、、、、、、、、総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画書書書書書書書書書書なお、総合計画書（（（（（（（（（（全全全全全全全全全全体体体体体体体体体体））））））））））（全体）はははははははははは、、、、、、、、、、企企企企企企企企企企画画画画画画画画画画政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策課課課課課課課課課課おおおおおおおおおおよよよよよよよよよよびびびびびびびびびび市市市市市市市市市市内内内内内内内内内内図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館、、、、、、、、、、市市市市市市市市市市ののののののののののホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムペペペペペペペペペペーーーーーーーーーージジジジジジジジジジでででででででででで閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧ででででででででででききききききききききまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。は、企画政策課および市内図書館、市のホームページで閲覧できます。

総合計画とは・・・
　本市の目標とする将来像を明らかにし、その実現のための政策の柱を設定するとともに、施策展開の全
般にわたっての基本的な方向付けを行うもので、本市の市政運営の最も基本となる総合的かつ計画的なま
ちづくりの指針となるものです。今回の総合計画は、合併協議会において策定された「新市まちづくり計
画」を基本として策定されています。

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななな緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑ととととととととととととととととととととときききききききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななななななな水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ををををををををををををををををををををを未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来ににににににににににににににににににににに引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引ききききききききききききききききききききき継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐまままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり

　森林、河川、海岸などの自然や緑の中で、多様な生物が息づく豊かな生態系が形成された環境、その恵み
としてのきれいな水を大切な財産として守ります。
　また、人々の身近な生活空間に自然が満ちあふれ、その自然や緑を背景とした美しいまち並みを整備する
とともに、地球温暖化物質（※）等の排出抑制、資源やエネルギーの有効利用、新エネルギー（※）の導入に努
め、下水道などの生活基盤の充実も図りながら、生活・産業などのすべての人間活動と自然環境が調和した
持続可能な循環型社会（※）を構築し、人と自然が将来にわたって共生するまちを目指します。
（※）地球温暖化物質：二酸化炭素のほかフロン、メタンガスに代表されるような地球に温室効果をもたらす

気体
（※）新エネルギー　：経済性の制約から十分に普及していないものの、石油代替エネルギーの導入拡大に必

要なもの。太陽、風力などの自然エネルギーのほか、燃料電池、廃棄物発電などの総
称

（※）循環型社会　　：大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会から脱却し、生産から流通、消費、廃棄
に至るまで物質の効果的な利用やリサイクルを進めることにより、資源の消費が抑制
され、環境への負荷が少ない社会のこと。

《　施　策　の　概　要　》
自然環境の保全、自然との共生
◆自然環境の保全（総合的・計画的な環境行政の推進、環境教育の推進、地球温暖化防止運動の推進）◆自然
との共生（エネルギー対策、自然と親しむ空間づくり）

上水道の整備充実・経営効率化の推進
◆安定供給の確保（改良・更新事業の推進、災害対策の充実）◆経営基盤の強化（収益性の向上、適正な料金
水準の確保）◆水道サービスの充実（情報開示の推進、貯水槽水道の指導、直結給水方式の推進、利便性の向
上）

下水道等の整備、生活排水処理対策の推進
◆施設の整備（汚水処理施設の整備、浄化センターの段階的整備、雨水排水施設の整備）◆水洗化の普及向上
（未水洗化世帯の解消、排水設備指定工事店の育成等）◆管理運営の充実

環境衛生・環境美化の推進
◆家庭ごみ対策（分別収集の推進、生ごみの減量化・資源化の推進、発生抑制（リデュース）の推進、再使用
（リユース）・再生利用（リサイクル）の推進）◆事業所ごみ対策
◆環境美化の推進（市民運動の推進、不法投棄対策）◆公害防止（調査・監視体制の強化、指導の強化、市民
意識の高揚）◆火葬場の整備
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　地域の個性的な資源を生かしながら、それぞれの地域が自分たちの役割を認識し、連携することによって、
本市の豊かな地域資源と都市機能が調和したまちを目指します。
　そのため、地域資源を有効活用する土地利用を基本とし、道路・交通ネットワーク化等の都市基盤や情報
通信基盤の整備など市民生活を支えるまちづくりを推進します。中でも、南九州西回り自動車道などの広域
幹線道路の整備促進及び地域内を結ぶ道路や公共交通機関の充実など生活基盤の充実を図るとともに、風水
害や地震などの災害や多様化・低年齢化する犯罪からの安全を確保し、あらゆる世代の市民が安全で、安心
して、生涯にわたって快適に暮らせるまちを目指します。

《　施　策　の　概　要　》
計画的な土地利用
◆国土利用計画に基づく土地利用◆都市計画マスタープランの策定◆景観計画の策定◆農業振興地域整備計
画の策定◆総合的な土地情報の管理

道路・交通ネットワーク・港湾の整備
◆道路総合整備計画の策定◆広域圏道路の整備（高規格幹線道路の整備、地域高規格道路の整備）◆幹線道路
の整備（国道、県道の整備、都市計画道路の整備）◆生活関連道路の整備（市道等の整備、ジョギングロード
の充実）◆道路環境の整備（人にやさしい道づくり（バリアフリー化）、道路緑化・美化の推進、環境、防災に
配慮した道づくり、不法占用物件等の対策、道路標識の整備）◆交通ネットワークの整備（鉄道輸送の整備、
道路輸送の整備、海上輸送の整備）

河川・海岸等の整備
◆治水・利水対策（二級河川の整備促進、準用河川その他の整備、利水対策、排水路の整備、保水・遊水機
能の保全）◆河川管理体制の強化◆河川・水路・河川敷等の利用◆海岸の災害対策

公園・緑地の整備
◆緑の基本計画策定事業◆公園の整備（都市公園の整備、農村公園の整備、一般公園等の整備）◆公園の適正
な維持管理と利活用の促進（公園キーパー等による管理、管理組合・地域住民による維持管理の推進、公園
の積極的な活用の促進）◆緑地の保全◆緑化の推進

市街地・宅地・住宅の整備
◆市街地の整備◆宅地の整備（優良宅地の誘導及びミニ開発等の指導）◆住宅の整備（住生活基本計画の策定、
市営住宅等の管理、市営住宅等の建設、住宅災害の防止）

情報・通信基盤の整備
◆地域情報化の拡充◆内部情報システムの拡充◆推進体制の整備

消防・救急体制の充実
◆火災の予防（防火意識の高揚、地域防火組織の育成、事業所等の防火指導の強化、住宅用火災警報器の設
置促進、住宅密集地等の防火対策、山林の防火対策）◆消防力の整備（消防施設・装備の充実、消防組織の
充実）◆救急救助体制の充実（救急救助体制の強化、応急手当法の啓発）

防災体制の充実
◆災害に強いまちづくり（土砂災害防止対策の推進、河川災害・高潮等の防止対策の推進、地震対策の推進）
◆防災体制の確立◆防災意識の啓発◆自主防災組織の育成・強化◆災害時要援護者の安全確保◆防災行政無
線の運用・整備

生活安全対策の充実
◆交通安全対策の充実◆防犯体制の充実◆消費生活相談体制の充実
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災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害にににににににににに備備備備備備備備備備ええええええええええ早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめにににににににににに避避避避避避避避避避難難難難難難難難難難ををををををををををししししししししししままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょうううううううううう災害に備え早めに避難をしましょう
　これから、梅雨期を控え、集中豪雨や大雨による浸水、土砂災害等が心配される季節です。その他に

も台風、地震、竜巻などさまざまな災害が「いつ・どこで」発生するかわかりません。

　災害から身を守るために大切なことは、早めに避難することです。

　災害の種別ごとの対策や避難経路を確認し、テレビやラジオなどの防災気象情報に十分注意して、危

険を感じたり、避難の指示等があったときに早めに非常持ち出し品や貴重品を持って安全な場所へ避難

できるように備えましょう。また、子供や高齢者、体の不自由な方などがいらっしゃるご家庭では近所

の人と協力し合って避難できるような体制づくりをしましょう。
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安
全
確
保
、
ま
た
、
被
災
後
の
生
活
で

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
こ
う
し
た「
共
助
」の
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
た
防
災
活
動
と
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災
に
対
す
る
意
識
と
知

識
を
高
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
個
人
の
防
災
力
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

地
域
み
ん
な
で

非常持ち出し品の例
非常食（缶詰、パンなど）、
飲料水、携帯ラジオ、懐中電灯、
予備電池、缶切り、ナイフ、
ライター、マッチ、ティッシュ、
ビニール袋、医薬品、現金など

福
祉
避
難
所

大
規
模
災
害
時
避
難
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市
で
は
各
種
気
象
情
報
の
発
表
や
雨
量
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
災
害
警
戒
本
部
や
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害
発
生
の

お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
、
市
内　

箇
所
の
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

３８

　

避
難
勧
告
等
の
呼
掛
け
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
火
元
や
戸
締
り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

指
定
避
難
所

※電話番号欄に記載のない避難所については各支所（高尾野支所�８２－５４００、

　野田支所�８４－４８１０）にご連絡ください。

※災害種別

　水：浸水害、土：土砂災害、風：暴風害、地：地震災害

指定避難所一覧
災害種別

電話番号指定避難所の名称地区名等
地風土水

○○○○68－2200
68－2933（専用）上場小学校

大川内

出水

○○○○68－2502大川内農業者
トレーニングセンター

○○○○63－2160東出水小学校

東出水
○○○○090－2716－7122ＮＴＴ出水ビル
○○○63－2185働く婦人の家

○○○63－2143保健センター
※寝たきりの方のみ

○○○63－2135青年の家（小原山体育館）
出水 ○○○63－2151出水小学校

○○○63－2166出水中学校
○○○○63－2155西出水小学校

西出水
○○○○63－0017高齢者ふれあいセンター

○○○○67－3311
67－4795（専用）切通小学校

米ノ津東
○○○○67－3879米ノ津農村環境

改善センター

○○○○67－1006米ノ津東小学校
○○○67－1055米ノ津中学校

米ノ津 ○○○67－1119米ノ津小学校
○○○67－2166福之江保育園

○○○○82－0633荘小学校荘
○○○○82－0029高尾野小学校西部

高尾野

○○○○82－0019高尾野中学校中部
○○○82－4850高尾野老人福祉センター

東部
○○○○82－1846

高尾野農業者
健康管理センター
※寝たきりの方のみ

○○○○82－0039下水流小学校
北部

○○○82－0210下水流農業者
トレーニングセンター

○○○83－3004江内小学校
江内 ○○83－3111江内カントリーコア

○○○野口自治公民館
○○○84－3251岩渕公民館岩渕

野田

○○○屋地自治公民館屋地、旭
○○○餅井自治公民館餅井

○○○○青木原自治公民館青木

○○○○野田農村環境
改善センター

野田中央

○○○○84－3003野田保健センター
※寝たきりの方のみ

○○○○84－2008野田小学校
○○○○84－2011野田中学校
○○○○84－2074野田女子高等学校

○○○84－3316野田体育館
○○○○野田武道館

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
防
災
・
危
機
管
理
室

（
�
�
０
１
６
３
）
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生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
は
、

む
し
歯
菌
は
い
ま
せ
ん
が
、
歯
が
生
え
る
と

同
時
に
だ
液
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
食
べ

物
の
口
移
し
や
ス
プ
ー
ン
、
お
は
し
の
共
有

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
周
り
に
む
し

歯
の
多
い
人
が
い
る
と
、
感
染
の
確
率
は
高

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め
み

ん
な
で
お
口
の
健
康
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
歯
み
が
き

　

む
し
歯
予
防
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
乳

歯
が
生
え
て
き
た
ら

歯
み
が
き
を
始
め
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
自

身
の
歯
み
が
き
と
共

に
、　

歳
ご
ろ
ま
で

１２

は
大
人
の
手
に
よ
る
仕
上
げ
み
が
き
が
必
要

で
す
。

☆
フ
ッ
素

　

フ
ッ
素
に
は
歯
を
強
く
し
、
む
し
歯
菌
の

力
を
弱
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
医
院

や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
塗
布
し
た
り
、
家
庭
で

使
え
る
物
も
あ
り
ま
す
。
各
年
齢
に
応
じ
た

フ
ッ
素
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち

ろ
ん
大
人
に
も
効
果
的
で
す
。

☆
お
や
つ
や
飲
み
物

　

ジ
ュ
ー
ス
や
甘
い
お
菓
子
を
一
日
に
何
度

も
食
べ
る
と
む
し
歯
に
な
る
危
険
性
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
時
間
と
量
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

☆
よ
く
か
み
ま
し
ょ
う

　

か
む
と
、
だ
液
が
出
て
む
し
歯
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。
よ
く
か
む
た
め
に
は
、
食
欲
が

あ
っ
て
こ
そ
。
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
空
腹

を
知
る
こ
と
が
、
か
む
こ
と
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。

（
氏　
　

名
）　
　
　
（
自
治
会
）

秋　

永　

莉　

緒　

平
松
西

覚　

堂　

ひ　

な　

名
古
東

北　

原　

孔　

明　

鹿
島
住
宅

小　

坪　

あ
り
さ　

江
川
野

中　

道　

陽　

翔　

下
古
市

中　

村　

玲　

菜　

西
之
口
団
地

萩
之
内　

由　

菜　

砂
坂
共
済
住
宅

濱　

田　

愛　

都　

帆
木
ノ
上

福　

田　

茉
莉
亜　

切
通

堀　
　
　

真　

彩　

六
月
田
下

吉　

田　

優　

菜　

平
良
馬
場

（
敬
称
略
）

　
　

本
以
上
の
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
ほ
と
ん

２０
ど
の
食
べ
物
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　

歳
で　

本
の
歯
を
残
す
た
め
に

８０

２０

は
生
涯
を
通
じ
た
歯
の
健
康
管
理
が
必
要
で

す
。
ま
だ
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の　

歳
の
姿

８０

は
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
族
や
地
域
ぐ
る

み
で
、
歯
を
守
る
意
識
を
高
め
、
き
れ
い
な

歯
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
大
人
の
私
た
ち
も
毎
日
を
い
き
い
き
と

楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
歯
を
守
る
努
力
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
歯
の
健
康
管
理

　

１
歳
６
カ
月
健
診
、
３
歳
児
健
診
を
受
け

た
子
ど
も
の
り
患
率
で
す
。
平
成　

年
度
の

１９

３
歳
児
で
む
し
歯
の
あ
る
子
の
割
合
が　

�
３９

を
超
え
て
い
ま
す
。
前
年
よ
り
減
少
し
て
い

る
と
は
い
え
、
鹿
児
島
県
の
中
で
も
本
市
は
、

ほ
ぼ
最
下
位
と
い
う
現
状
で
す
。

め
ざ
そ
う
８
０
２
０

�
�

�
�
�
�
�
�

� �����������������������

� ������������������������

�
�

�
�
�
�

ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～とととととととととととととととととととと一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒ががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねず～と一緒がいいね
ききききききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいなななななななななななななななななななな歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯きれいな歯

健康な毎日は健康な歯から

本
市
の
子
ど
も
の
口
の
中

む
し
歯
菌
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？

む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
？

２
・
３
月
の
５
歳
児
歯
の
健
康
優
良

児
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

方
は　

�
で
す
が
、
自
覚
の
有
無
に
か
か
わ

２４

ら
ず
お
よ
そ　

�
の
方
に
治
療
が
必
要
で
し

９０

た
。
歯
周
病
は
痛
み
な
く
じ
わ
じ
わ
と
進
行

す
る
怖
い
病
気
で
す
。

　

歯
周
病
菌
が
血
液
の
中
に
入
り
全
身
を
ま

わ
る
と
、
心
臓
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
を
ひ
き

お
こ
し
ま
す
。

☆
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う

歯
ブ
ラ
シ
の
ほ
か
に
、

歯
間
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ

ス
な
ど
も
使
い
ま

し
ょ
う
。

☆
禁
煙
に
努
め
ま
し
ょ
う

ニ
コ
チ
ン
に
よ

り
歯
肉
が
血
行

不
良
を
お
こ
し

歯
周
病
に
か
か

り
や
す
く
な
り

ま
す
。

☆
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
年
に

２
〜
３
回
は
、
定
期
健
診
を
受
け
快
適
な

お
口
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、　

歳
で
自
分
の
歯
を　

本
以
上

８０

２０

持
っ
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す

対
象
者　

　
　

歳
以
上（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）で
、

８０

２０

１０

３１

食
べ
も
の
を
か
め
る
自
分
の
歯
を　

本
以

２０

上
持
っ
て
い
る
健
康
な
方

表
彰
時
期　
　

月
１１

募
集
期
限　

９
月　

日（
火
）

３０

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
�
２
１
４
３
）

８
０
２
０
歯
科
の
対
象
者
を
募
集

歯
周
病
菌
が
全
身
に
与
え
る
影
響

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
か
ら　

・　

・

１８

４０

５０

　

・　

歳
の
方
を
対
象
に
歯
周
疾
患
検
診
を

６０

７０

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
グ
ラ
フ
は
平
成　

年
度
の
ア
ン
ケ
ー

１９

ト
結
果
と
歯
周
疾
患
検
診
の
結
果
で
す
。

あ
な
た
は
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
？

歯
周
病
か
ら
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

口の健康に関係のある保健事業

場　　　　所時　　　期対　　象　　者名　　　　称

出水保健センター
毎月第２火曜日
（午後１時～同１時
３０分受付）

幼児　定員３０人（要予約）予約歯科（フッ素塗布）

市内歯科医院
（対象者には事前に通知）

９月４０、５０、６０、７０歳の男女歯周疾患検診

出水保健センター随時乳幼児、一般歯科保健相談

問い合わせ先　出水保健センター（��２１４３）

大
人
の
歯
の
健
康
管
理

　

歯
ぐ
き
が
赤
い
、
出
血
す
る
な
ど
歯
肉
炎

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
進
行
す
る
と
歯

を
支
え
る
骨
が
溶
け
て
、
膿
が
出
る
、
歯
が

グ
ラ
グ
ラ
す
る
な
ど
歯
周
病
へ
と
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

現
代
人
の
歯
を
失
う
原
因
は
歯
周
病
で
す
。

最
近
は
、　

歳
代
の
若
い
人
の
歯
周
病
が
増

２０

え
、
年
齢
と
共
に
悪
化
し
、　

歳
以
降
急
速

４０

に
歯
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。　

歳
代
か
ら

３０

要
注
意
で
す
。

あ
な
た
の
お
口
は
大
丈
夫
？

重度の歯周病
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おお らら せせ知知
　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

今
日
の
環
境
問
題
は
、
と
て
も
深

刻
な
問
題
で
す
。

　

地
球
規
模
の
環
境
問
題
で
あ
っ

て
も
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の

ス
タ
ー
ト
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
で
す
。

　

し
か
し
、
決
し
て
難
し
く
考
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の
回

り
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

　

省
エ
ネ
等
に
取
り
組
む
と
、
家

計
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

設
定
温
度
に
注
意
！エ

ア
コ
ン

　

家
庭
で
使
わ
れ
る
電
化
製
品
で
、

消
費
電
力
量
ト
ッ
プ
は
エ
ア
コ
ン

で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
、
冷

房
時
は　

�
、
暖
房
時
は　

�
を

２８

２０

目
安
に
し
て
、
あ
と
は
着
る
も
の

で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
抜
こ
う
！

コ
ン
セ
ン
ト

　

不
必
要
な
電
化
製
品
の
電
源
を

切
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

多
く
の
家
電
品
は
、
時
計
な
ど

の
機
能
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、

電
源
を
オ
フ
に
し
て
も
、
内
部
で

は
オ
ン
状
態
で
あ
り
、
電
力
が
消

費
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
め
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

よ
う
に
心
掛
け
、
待
機
時
の
消
費

電
力
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

賢
く
選
ぼ
う
！　

家
電
製
品

　

家
電
品
を
購
入
す
る
際
、
何
を

重
視
し
て
選
ば
れ
て
い
ま
す
か
。

　

最
近
は
、
消
費
電
力
量
を
抑
え

た
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も
の
が
増
え

て
い
ま
す
。
金
額
だ
け
で
選
ば
ず

に
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を
選
ん
だ
方

が
長
い
目
で
見
る
と
安
く
つ
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
掃
除
や
手
入
れ
の
仕
方

な
ど
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　

製
品
の
こ
と
を
店
員
さ
ん
に
よ

く
聞
い
て
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

出
し
っ
放
し
は
禁
物
！水

道
水

　

シ
ャ
ワ
ー
を
１
分
間
出
し
っ
放

し
に
す
る
と
、　

リ
ッ
ト
ル
も
の

１０

水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

も
、
ガ
ス
や
電
気
で
温
め
て
お
湯

に
し
た
も
の
で
す
。

　

体
や
頭
を
洗
っ
て
い
る
と
き
な

ど
は
、
シ
ャ
ワ
ー
を
止
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
手
洗
い
や
歯
磨
き
の
と

き
な
ど
も
、
こ
ま
め
に
蛇
口
を
閉

め
て
、
節
水
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
！駐

停
車
時

　

自
動
車
を
停
め
て
い
る
と
き
、

長
い
時
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ（
エ
ン

ジ
ン
を
掛
け
っ
放
し
の
状
態
）を

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
長
く
続
け
る

と
、
ガ
ソ
リ
ン
を
無
駄
に
消
費
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
ど
ん

ど
ん
排
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
分
以
上
停
止
す
る
と
き
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
急
発
進
や
空
ぶ
か

し
も
禁
物
で
す
。

　

ま
た
、
近
く
へ
は
、
歩
い
た
り
、

自
転
車
を
使
用
し
た
り
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
の
時
は
忘
れ
ず
に
！

マ
イ
・
バ
ッ
グ

　

す
ぐ
に
不
要
に
な
る
レ
ジ
袋
や

無
駄
な
包
装
を
持
ち
帰
ら
な
い
こ

と
が
、
ご
み
減
量
の
第
一
歩
で
す
。

　

買
い
物
の
と
き
は
、
専
用
の

バ
ッ
グ（
マ
イ
・
バ
ッ
グ
）を
持
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
小
さ
く
折
り

た
た
め
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
常
に

携
帯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
過
剰
な
包
装
は
断
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
願
い
】

　

６
月
１
日（
日
）か
ら
ア
ユ
漁
が

解
禁
に
な
り
ま
す
。

　

河
川
敷
で
飲
食
し
た
後
は
、
来

た
と
き
よ
り
も
美
し
く
す
る
つ
も

り
で
清
掃
し
、
ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
球
の
た
め
に
、

地
球
の
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

６
月
は『
環
境
月
間
』、
６
月
５
日
は『
環
境
の
日
』で
す

　

毎
年
６
月
は『
環
境
月
間
』
、
そ
し
て
６
月
５
日
は『
環
境
の
日
』で

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
職
場
で
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
私
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
る
地
球
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



9 広報いずみ ２００８（平成２０年）６/１号

おお らら せせ知知

　「食事バランスガイド」とは、平成１７年６月に、厚生労働省と農林水産省により策定されたもので、私たち
が１日に「何を」、「どれだけ」食べたらよいのかが、一目でわかる食事の目安です。
①主食（食事の中心となる炭水化物など、体を動かすエネルギーのもと）②副菜（ビタミン、ミネラル、食物繊
維など）③主菜（たんぱく質、体をつくるもとになる）④牛乳・乳製品（カルシウム、じょうぶな骨や歯をつく
る）⑤果物（ビタミンＣ、カリウム、副菜と同じ体の調子を整える）の５グループの食品を組み合わせてバラ
ンスよくとれるよう、それぞれの適量をコマのイラストでわかりやすく示しています。
　「かごしま版食事バランスガイド」は県から発表されたもので、郷土の伝統食を全面的に復権しようと、
「サツマイモ」を「主食」へ格上げするなど画期的な内容です。

みみみみみみみみみみんんんんんんんんんんななななななななななででででででででででみんなで食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育食育、、、、、、、、、、楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししくくくくくくくくくく、楽しく食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育食育
かかかかかかかかかかごごごごごごごごごごししししししししししまままままままままま版版版版版版版版版版かごしま版　「「「「「「「「「「食食食食食食食食食食事事事事事事事事事事ババババババババババラララララララララランンンンンンンンンンススススススススススガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイドドドドドドドドドド」」」」」」」」」」がががががががががが「食事バランスガイド」がででででででででででききききききききききままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたできました

◇鹿児島版「食事バランスガイド」は鹿児島県農政部農政課のホームページで詳しくご覧になれます。
　http://www.pref.kagoshima.jp/sangyo-rodo/nogyo/syokuiku/k-bg
　問い合わせ先　本庁農林水産課農畜産係（��４０５６）
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６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月はははははははははは６月は『『『『『『『『『『『自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治会会会会会会会会会会加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間自治会加入促進月間』』』』』』』』』』』でででででででででですすすすすすすすすす。。。。。。。。。。です。

　本市には地域の自治活動を行う組織として｢自治会｣があります。この自治会とは、地域住民みんなが

加入し、お互いの人格を尊重しながら、相互理解と協力によって地域の発展、豊かな生活環境をつくり

出すことを目的とした組織です。

自治会活動と自治会長の仕事

自治会では自治会長を中心として、

◎地域住民の親ぼくを図り、連帯を高める

　《花見、夏祭りなど》

◎生活環境の整備と美化に努める

　《リサイクル活動、河川・道路清掃作業、

　　ふるさと出水クリーン作戦など》

◎子ども会・老人会の育成を図る

　《各種スポーツ大会、世代間交流事業など》

◎防犯・防災・交通安全意識を高める

　《防犯灯の設置・保守、交通教室など》

◎関係機関・団体との連携を図る

といった活動が行われています。

　このほかにも、地域の実情に応じてさまざまな活動が行われていますが、このような活動を通して、地域

内の連帯感が生まれ、住み良い環境がつくり出されています。

　このような活動をより多くの市民の皆さんと共に推進するため、市自治会連合会と市では自治会への加入

促進を図っています。現在、自治会に加入されていない方は、この機会に自治会に加入していただき、地域

の活性化にご協力ください。

　また、本市では、自治会長を行政事務連絡員として委嘱し、次の事務をお願いしています。

　◆市からの公文書等の配布、市への報告文書の取次ぎ、市からの調査の取りまとめおよび市

税等の取りまとめ

　◆行政事務に関する各種伝達事項の周知

　自治会では、ごみステーションの管理・清掃を行い、地域

の環境美化にも積極的に取り組んでいます。また、自治会

から推薦され、市から委嘱された環境美化推進員の方々な

どがリサイクル品と家庭ごみの正しい分け方・出し方の指導

を行っています。

　自治会長の役割は、自治会員をまとめていく大変な仕事です。その仕事を行うためには、自治会員の皆さ

んの協力が必要です。

　よりよい自治会にするために、知恵を出し合い、お互い協力していきましょう。

問い合わせ先　本庁総務課行政係（��４０２２）

ふるさと出水クリーン作戦

自治会対抗ソフトボール大会
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フリーマーケット  我  楽  多 市
が らく た

《出　店　者　募　集》
　家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など（食料品や危
険物は除く。）を自分たちで販売してみませんか？
　参加料、販売手数料は必要ありません。
日　　時　７月２７日（日）　午後４時～同７時
場　　所　市総合運動公園芝生広場
参加資格　
　代表者が本市在住の方で１８歳
以上（高校生は除く。）の個人ま
たはグループ。ただし、リサイ
クル業者の方はご遠慮ください。
※会場準備、片付けに参加して
いただきます。
申し込み方法
　企画政策課にご連絡ください。
　詳しい資料、申込用紙を送付します。
　※申し込み多数の場合は、抽選になります。
申込期限　６月２５日（水）（必着）
申込・問い合わせ先
　本庁企画政策課地域振興係（��４０３６）

　２００８年　夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、次のイベント　
を計画しています。市民参加型の祭りですので、年齢や
　性別は問いません。職場や各種団体、その他いろいろ
なグループを作り、ご参加ください。

※前回申し込みいただいた団体には、参加申込用紙をお
送りします。
※参加申込用紙は出水商工会議所、市商工観光課にあり
ます。なお、各イベントによって申込先が異なります
のでご注意ください。

２００８年　夏祭りいずみ

『『『『『『『『『『『鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴　翔翔翔翔翔翔翔翔翔翔翔　祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭』』』』』』』』』』祭』
７月２６日（土）・２７日（日）開催

★イベントの参加者を募集！！★

おお らら せせ知知
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問い合わせ先
　出水商工会議所（��１３３７）
　さつま出水青年会議所
　（��１４５９）
　本庁商工観光課（��４０６１）

　夏祭りいずみ｢鶴翔祭｣実行委員
会では、暑い夏をさらに熱く、共
に夏祭りを支えてくださるボラン
ティアスタッフを募集しています。
　年齢や性別は問いません。やる
気のある方ならどなたでも歓迎し
ます。
　詳しくは、夏祭りいずみ鶴翔祭
事務局（��１３３７、出水商工会議
所内）までお問い合わせください。

ボランティアボランティア
スタッフスタッフ
大募集！大募集！

申込・問い合わせ先申込期限 場　　所イベント名日　　時 

本庁商工観光課（��４０６１）

６月２５日（水）

本町通り
歩行者天国

仮装パレード

７月２６日（土）
みこしパレード

出水市観光協会（��１３３７）
（出水商工会議所内）

みこし担ぎ競争
市民総踊り大会

夏祭りいずみ鶴翔祭事務局（��１３３７）
（出水商工会議所内）

市総合運動公
園芝生広場演芸大会７月２７日（日）
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おお らら せせ知知
受
講
期
間　

７
月
か
ら
９
月
ま
で

の
毎
週
１
回（
午
後
１
時　

分
３０

か
ら
２
時
間
程
度
）

内　
　

容　

ツ
ル
、
武
家
屋
敷
群

を
中
心
に
観
光
地
・
歴
史
・
史

跡
等
に
つ
い
て
の
講
義
お
よ
び

現
地
研
修

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　
　

人
程
度

２０

対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
満

　

歳
以
上
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１８ア
ガ
イ
ド
に
関
心
の
あ
る
人

申
込
期
限　

６
月　

日（
金
）

２０

申
込
方
法　

商
工
観
光
課
に
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

　
（
�
�
４
０
６
１
）

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
施
設

（
一
般
住
宅
も
含
む
。）に
つ
い
て

は
、
県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機

関
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

鹿
児
島
県
で
は
設
置
後
の
使
用
開

始
３
カ
月
経
過
後
に
１
回（
使
用

開
始
検
査
）、
そ
の
後
５
年
お
き

に
１
回（
定
期
検
査
）を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

検
査
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県

に
お
け
る
県
知
事
指
定
検
査
機
関

『
財
団
法
人
鹿
児
島
県
環
境
検
査

セ
ン
タ
ー
』か
ら
事
前
に
検
査
の

日
程
お
よ
び
手
数
料
に
つ
い
て
通

知
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
検
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
指
定
検
査
機
関
以
外
に

よ
る
検
査
案
内
や
事
前
通
知
な
し

で
の
検
査
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
不
信
に
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
下
水
道
課
管
理
係

　
（
�
�
４
０
７
１
）

財
団
法
人
鹿
児
島
県
環
境
検
査

セ
ン
タ
ー（
�
０
９
９
―
２
２

３
―
３
１
８
５
）

監
視
員

募
集
人
員　
　

人
１０

勤
務
期
間　

８
月
１
日（
金
）か
ら

同　

日（
日
）ま
で（
ロ
ー
テ
ー

３１
シ
ョ
ン
勤
務
）

勤
務
時
間　

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時　

分
ま
で

３０

応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
で

体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　
（
高
校
生
は
不
可
）

賃
金　

日
額
５
千　

円
６５０

徴
収
員

募
集
人
員　

２
人

勤
務
期
間　

７
月　

日（
金
）か
ら

１８

８
月　

日（
日
）ま
で（
隔
日
勤

３１

務
）

勤
務
時
間　

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時　

分
ま
で

３０

応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
な

方
賃
金　

日
額
４
千　

円
９００

申
込
期
限　

６
月　

日（
金
）

２７

申
込
方
法　

商
工
観
光
課
に
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

　
（
�
�
４
０
６
１
）

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
高
齢
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

◎
寝
具
の
衛
生
管
理
等
が
困
難
な

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

◎
老
衰
・
心
身
の
障
害
お
よ
び
疾

病
等
の
理
由
に
よ
り 
臥 
床
   

し
て

が 
し
ょ
う

い
る
高
齢
者
で
、
寝
具
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
世
帯
の
方

◎
重
度
の
身
体
障
害
等
の
た
め
に

 
臥  
床 
し
て
い
る
者
で
寝
具
の
衛

が 
し
ょ
う

生
管
理
が
困
難
な
世
帯
の
方

サ
ー
ビ
ス
内
容

寝
具
一
式（
掛
布
団
・
敷
布

団
・
毛
布
）の
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
を
年
度
中
２
回
実
施

（
１
回
目
を
７
月
か
ら
８
月
に
、

２
回
目
を　

月
か
ら　

月
に
実

１０

１１

施
予
定
）

募
集
期
間

６
月
２
日（
月
）か
ら
６
月　

日
３０

（
月
）ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

支
援
係（
�
�
４
０
４
６
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
４
８
１
４
）

出
水
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
講
座
の
受
講
生

を
募
集

浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

海
洋
公
園
プ
ー
ル
の
監
視

員
と
徴
収
員
を
募
集

高
齢
者
等
寝
具
洗
濯
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

６月１日（日）～同７日（土）は　　　　
　　　　第５０回全国水道週間です!!

平成２０年度スローガン
「ただいまァー　蛇口ひねって　水ゴクリ」　
　水道は、私たちが快適に暮らすために欠かせないも
のとなっています。
　水は地球の宝物、大切に使いましょう。
　
問い合わせ先　
　本庁水道課業務係（��４０８２）

申込・問い合わせ先　本庁福祉課社会福祉係（��４０４５）

音声訳講習会受講生募集
視覚障害者向けに広報紙をテープに録音
する奉仕員養成を目的とした講習会です。

内　　容

６月２８日（土）実 施 日
午前１０時～午後３時時　　間

市中央公民館学習室３・４場　　所
３０人募集定員
無　料受 講 料

６月２５日（水）申込期限
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鹿
児
島
県
で
は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
を
目
的
と
し

た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
受

け
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
医
療

費
の
助
成
と
、
一
般
の
方
を
対
象

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
費
の
助
成

事
業
の
目
的

Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
お
よ
び

Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
係
る
医

療
費
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

患
者
の
医
療
機
関
受
診
を
促
し
、

将
来
の
肝
硬
変
・
肝
が
ん
の
予

防
お
よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
に
努
め
、
県
民
の
健
康

の
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

実
施
期
間　

４
月
〜
平
成　

年
３
月
末
日

２７

（
７
年
間
予
定
）

助
成
期
間

原
則
と
し
て
同
一
患
者
に
つ
き

１
年
を
限
度
助
成

対
象
と
な
る
医
療

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
お
よ
び
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
・
根

治
を
目
的
と
し
て
行
う
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
で
保
険
適

用
と
な
っ
て
い
る
も
の

助
成
対
象
者
の
認
定

協
定
医
療
機
関
の
診
断
書
等
を

も
と
に
、
県
肝
炎
治
療
認
定
審

査
会
の
審
査
を
経
て
認
定
さ
れ

ま
す
。

患
者
自
己
負
担
限
度
額

認
定
患
者
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
１
万
円
、
３
万
円
、
５
万
円

（
自
己
負
担
額
を
超
え
た
分
に
つ

い
て
は
公
費
で
負
担
し
ま
す
。）

申
請
に
つ
い
て

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
本
庁

い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予
防
係

（
９
番
窓
口
）、
北
薩
地
域
振
興

局
保
健
福
祉
環
境
部
出
水
支
所

（
出
水
保
健
所
）、
協
定
医
療
機

関
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
ま
す
。

「
住
民
票
」と「
市
町
村
民
税
課

税
証
明
書
」の
発
行
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
出
水
市
民
で
あ
れ

ば
、
出
水
市
手
数
料
条
例
の
免

除
規
定
に
よ
り
無
料
で
交
付
を

受
け
ら
れ
ま
す
。「
診
断
書
様

式
」等
を
窓
口
で
提
示
し
、
そ

の
旨
、
担
当
者
へ
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

 

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査

対
象
者

希
望
者
。
た
だ
し
、
以
下
の
①
、

②
を
除
き
ま
す

　

①
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
た
者

　

②
医
療
保
険
各
法
等
で
検
査
を

受
け
る
機
会
が
あ
る
者

実
施
期
間

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年

２０

２１

３
月　

日（
１
年
間
）

３１

実
施
医
療
機
関

指
定
医
療
機
関（
鹿
児
島
市
内

の
医
療
機
関
を
除
き
ま
す
）

※
県
内
各
保
健
所
で
も
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
無
料
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環

境
部
出
水
支
所（
出
水
保
健
所
）

（
�
�
３
１
１
１
）

　

県
庁
健
康
増
進
課

（
�
０
９
９
―
２
８
６
―
２
７

２
４
）

児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
、
家
庭
生
活
の
安

定
と
次
世
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
・
資
質
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
０
歳
か
ら
小
学
校

修
了
前（　

歳
到
達
後
の
最
初
の

１２

年
度
末
ま
で
）の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
開
始
し
、
支
給
理
由
が
消
滅

し
た
日
の
属
す
る
月
分
で
終
了
し

ま
す
。

　

原
則
と
し
て
手
当
は
２
月
・
６

月
・　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

１０

ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

現
況
届
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
に「
現
況
届
」を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
把
握
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

現
況
届
を
未
提
出
の
ま
ま
２
年

が
経
過
す
る
と
受
給
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類

◎
年
金
加
入
証
明
書
…
請
求
者
が

厚
生
年
金
等
の
加
入
者（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等
）で
あ
る
場
合
に

は
、
お
勤
め
先
か
ら
年
金
加
入

証
明
書
も
し
く
は
、
受
給
者
の

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

◎
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が
発
行

す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

…
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に

２０

本
市
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

に
提
出

◎
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提

出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　

※
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
�
�
４
０
４
７
）

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
費
の
助
成
と
肝
炎
無

料
検
査
が
始
ま
り
ま
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
の
認
定
請
求

児童手当の額

一律　１０，０００円３歳未満

第３子以降第２子第１子
３歳以上

１０，０００円５，０００円５，０００円
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平
成　

年
に　

代
お
よ
び　

代

１９

１０

２０

の
若
者
の
間
で
麻
し
ん
が
流
行
し

た
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
５
年
間（
平
成　

年
２５

３
月
ま
で
）の
計
画
で
、
麻
し
ん

の
定
期
接
種
を
１
回
し
か
受
け
て

い
な
い
世
代
に
対
す
る
２
回
目
の

接
種
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

平
成　

年
度
対
象
と
な
る
方
お
よ

２０

び
接
種
期
間

対
象
者

●
３
期
・
中
学
１
年
生
の
年
齢
に

相
当
す
る
者（
平
成
７
年
４
月

２
日
か
ら
同
８
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
）

●
４
期
・
高
校
３
年
生
の
年
齢
に

相
当
す
る
者（
平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
同
３
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
）

接
種
期
間

平
成　

年
５
月
か
ら
同　

年
３

２０

２１

月　

日
ま
で

３１

予
診
票　
　

対
象
の
方
に
個
別
通
知
し
て
あ

り
ま
す
。
予
診
票
は
２
種
類
あ

り
ま
す
の
で
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
医
療
機
関
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

保
護
者
が
同
伴
す
る
場
合
と

受
け
る
人
が
既
婚
の
場
合

切
り
取
ら
ず
に
医
療
機
関
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い（
様
式
第
三
・

Ａ
３
用
紙
）

保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合

必
ず
保
護
者
の
署
名
を
し
て
く

だ
さ
い
。
署
名
が
無
い
場
合
は
、

接
種
が
出
来
ま
せ
ん（
様
式
第

四
・
Ａ
４
用
紙
・
２
枚
綴
り
）。

た
だ
し
、
保
護
者
が
同
伴
す
る

場
合
と
受
け
る
人
が
既
婚
の
場

合
の
予
診
票
も
一
緒
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
接
種
は
１
回
が
原
則
で
す
の
で
、

接
種
が
終
了
し
ま
し
た
ら
使
用

し
な
か
っ
た
予
診
票
は
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

個
別
予
防
接
種
実
施
協
力
医
療

機
関（
通
知
に
在
中
）

※
希
望
す
る
日
時
の　

日
前
ま
で

１０

に
は
、
余
裕
を
持
っ
て
医
療
機

関
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　
　

▼
体
調
の
良
い
と
き
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
ま
す
。
ま
た
、
ど

ち
ら
か
一
方
に
か
か
っ
て
い
て

も
、
原
則
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

た
だ
し
、
両
方
に
か
か
っ
た
人

は
接
種
が
不
要
で
す
の
で
市
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
妊
娠
し
て
い
る
方
ま
た
は
そ
の

可
能
性
が
あ
る
方
は
接
種
が
で

き
ま
せ
ん
。
妊
娠
し
て
い
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
て
か
ら
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種

後
２
カ
月
間
は
妊
娠
を
さ
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
�
４
０
４
３
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
グ
ル
ー
プ

（
�
�
５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
グ
ル
ー
プ（
�
�
４
８
１
３
）

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

　

献
血
受
付
時
に
本
人
確
認
を
し

ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
等
の
身

分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

ま
た
、
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日　

時　

　

６
月
７
日（
土
）　

　

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

場　

所　

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

種　

類　
　

・　

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

２００

４００

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　

保
健
予
防
係（
�
�
４
０
４
３
）

麻
し
ん
風
し
ん
３
期
・
４
期
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す

麻
し
ん
風
し
ん
３
期
・
４
期
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す

集
団
献
血
を
実
施

平成２１年度から平成２４年度までの年度別の対象者

接 種 期 間
４期（高校３年生の年

齢に相当する方）

３期（中学１年生の年

齢に相当する方）
年　度

平成２１年４月１日

～同２２年３月３１日

平成３年４月２日

～同４年４月１日生

平成８年４月２日

～同９年４月１日生
平成２１年度

平成２２年４月１日

～同２３年３月３１日

平成４年４月２日

～同５年４月１日生

平成９年４月２日

～同１０年４月１日生
平成２２年度

平成２３年４月１日

～同２４年３月３１日

平成５年４月２日

～同６年４月１日生

平成１０年４月２日

～同１１年４月１日生
平成２３年度

平成２４年４月１日

～同２５年３月３１日

平成６年４月２日

～同７年４月１日生

平成１１年４月２日

～同１２年４月１日生
平成２４年度

※接種期間を超えると任意の予防接種になり、接種料は自己負担になり

ます。
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鹿
児
島
県
知
事
選
挙
が
、
６
月　

日
に
告

２６

示
さ
れ
、
７
月　

日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ

１３

ま
す
。
県
政
の
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
大
事
な
選

挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

【
投
票
で
き
る
人
】

　

昭
和　

年
７
月　

日
以
前
の
出
生
者
で
、

６３

１４

今
年
の
３
月　

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
本
市

２５

に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
お
よ
び
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

【
投
票
】

　

市
内　

カ
所
の
投
票
所
で
、
午
前
７
時
か

３６

ら
午
後
７
時
ま
で（
上
場
小
学
校
、
丸
塚
自

治
公
民
館
、
蕨
島
小
学
校
は
午
後
６
時
ま
で
）

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
が
見
込
ま

れ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期　

間　

６
月　

日（
金
）か
ら
７
月　

日

２７

１２

（
土
）ま
で

時　

間　

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま

３０

で
場　

所　

市
役
所
会
議
室（
商
工
観
光
課
横
）、

高
尾
野
支
所
小
会
議
室
、
野
田
支
所
会
議

室
※
期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
時
は
、
投
票
所
入

場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場

券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
場
合
で
も
、

投
票
所
で
本
人
で
あ
る
確
認
が
で
き
れ
ば
、

投
票
が
で
き
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
】

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
市
外
に
滞

在
し
て
い
る
方
や
入
院
中
の
方
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
は
、
送
付
し
て
い
ま
し
た
圧
着
は

が
き
１
枚
が
有
権
者
１
人
分
の
投
票
所
入
場

券
で
し
た
が
、
今
回
の
県
知
事
選
挙
か
ら
、

圧
着
は
が
き
１
枚
で
同
一
世
帯
有
権
者
３
人

分
の
投
票
入
場
券
と
な
り
ま
す
。
投
票
所
に

行
か
れ
る
際
は
、
は
が
き
を
開
封
後
、
ご
自

分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て
、
投
票
所
受
付

係
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
の
有
権
者
が
５
人
の
場
合
は
、
送

付
さ
れ
る
は
が
き
は
２
枚
に
な
り
ま
す
。

更
に
、
７
人
の
場
合
は
３
枚
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

出
水
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
高
尾
野
支
所
内
�
�
５
４
０
３
）

７
月　

日（
日
）は
鹿
児
島
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

１３

圧 着 は が き 例

投
票
所
入
場
券（
圧
着
は
が
き
）

の
内
容
が
替
わ
り
ま
す
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第
２
回
で
、
自
治
基
本
条
例
と
は
、
市
民

と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
ル
ー
ル
、
い
わ
ゆ
る
出
水
市
と

い
う
自
治
体
に
お
け
る
憲
法
み
た
い
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
自
治
基
本
条
例
が
で
き
る
こ
と
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
そ
れ
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

○
現
状
と
課
題

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
暮

ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
そ
の
大
部
分
を
行
政
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
書
類
申
請
や
手

続
、
都
市
計
画
、
地
域
活
性
化
、
教
育
や
福

祉
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に

渡
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
行
政
の
肥
大

化
と
い
わ
れ
る
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
地
方
自

治
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
自
治
体
の
財
源
は

厳
し
く
、
そ
の
た
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
政
だ
け
に
頼
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

現
在
、
出
水
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
課

題
を
踏
ま
え
、
組
織
機
構
改
革
や
職
員
定
員

適
正
化
計
画
な
ど
の
行
財
政
改
革
を
進
め
な

が
ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
に

必
要
な
、
多
様
な
担
い
手
を
生
み
出
す
た
め

の
、
市
民
参
画
・
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
・

市
議
会
・
市
長
・
そ
の
他
の
市
の
執
行
機
関

の
役
割
や
責
任
を
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
、
出
水

市
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
支
え
合
う
地
域
を
つ
く
る

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
な
が
ら
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
な
う
非
営

利
組
織
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、
市
民

の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
動
き
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

○
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
こ
と
で

　

市
民
、
市
議
会
、

行
政
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
務

を
果
た
し
、
情
報

の
共
有
と
参
画
協

動
の
仕
組
み
な
ど

に
よ
り
、
市
民
の

意
見
が
広
く
生
か

さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
自

治
基
本
条
例
は
、

つ
く
っ
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

時
代
と
と
も
に
私
た
ち
が
育
て
て
い
く
も
の

で
す
。

『
今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』

『
参
画
』と
は
、
市
民
が
市
の
仕
事
に
お
い

て
、
計
画
、
実
施
、
評
価
お
よ
び
改
善
の

各
段
階
で
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

『
協
働
』と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
な
立
場

で
役
割
と
責
任
を
担
い
、
尊
重
し
合
っ
て

協
力
お
よ
び
補
い
合
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
４
月
１
日
か
ら「
出
水
市
ツ
ル

と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
条
例
」を
施
行
し
、

市
の
将
来
都
市
像「
人
と
自
然
が
融
和
し
た

に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市　

出
水
市
」の
創

造
に
向
け
、
自
然
環
境
や
ツ
ル
、
武
家
屋
敷
、

地
域
資
源
の
保
全
、
人
材
育
成
、
観
光
の
振

興
な
ど
の
事
業
達
成
の
目
的
で
基
金
を
設
置

し
、
広
く
寄
付
金
を
募
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

寄
付
金
は
１
口
５
千
円
で
次
の
４
つ
の
事

業
か
ら
希
望
す
る
事
業
の
選
択
が
で
き
、
何

口
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

選
択
で
き
る
事
業

一　

海
・
山
・
川
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
り

は
ぐ
く
む
事
業

二　

教
育
・
文
化
の
振
興
を
図
り
未
来
を
担

う
人
づ
く
り
事
業

三　

ツ
ル
や
武
家
屋
敷
な
ど
地
域
資
源
の
保

全
と
活
用
を
図
る
事
業

四　

そ
の
他
地
域
の
活
性
化
な
ど
目
的
達
成

の
た
め
に
必
要
な
事
業

※
口
数
に
応
じ
複
数
の
事
業
選
択
可
能

　　

出
水
出
身
の
全
国
各
地
で
ご
活
躍
中
の

方
々
を
は
じ
め
、
全
国
の
皆
様
に
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で
Ｐ
Ｒ
し
、
寄
付
金

を
募
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
県
外

に
お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い
の
方
々
等
に
も
、

周
知
・
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
は
、
５
千
円
を

超
え
る
額
が
、
い
わ
ゆ
る「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」の
寄
付
金
控
除（
所
得
税
・
住
民
税
控

除
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
は
本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
が
、
電
話
等
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
け
れ
ば
関
係
書
類
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。

書
類
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
政
策
・
男
女
共
同

参
画
係（
�
�
４
０
３
３
）

みみ
んん
なな
でで
つつ
くく
ろろ
うう
！！
自自
治治
基基
本本
条条
例例

第第
３３
回回

自自
治治
基基
本本
条条
例例
でで
何何
がが
変変
わわ
るる
のの
？？

� ������������������������������������

応援基金とふるさと納税制度の仕組み 

税
務
署

居
住
地
の

市
町
村

居
住
地
の

寄付金控除 
の申告 

通
知 

当該年の 
所得税から 
所得控除 

翌年度の 
住民税から 
税額控除 

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
条
例
」を
制
定

全
国
に「
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
」出
水
の
Ｐ
Ｒ
を
！
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①
出
水
市
携
帯
ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス

http://w
w
w
.city.izum

i.kag
oshim

a.jp/i/

に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

②「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
登
録

／
解
除
」を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

③「〔
３
〕出
水
市
不
審
者
情
報
」を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
登
録
後
に
確
認
メ
ー
ル
が
届
き

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
情
報
を
提
供
し
、
子
ど
も

た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
に
、
平
成　

年　

月
か

１８

１１

ら「
不
審
者
情
報
メ
ー
ル
」を
配
信

し
て
い
ま
す
。

　
「
不
審
者
情
報
メ
ー
ル
」と
は
、

登
録
さ
れ
た
方
の
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
、
本
市
内
で
発
生
し
た
、

◆
声
か
け
事
案
、
変
質
者
そ
の
他

不
審
者
の
出
没
な
ど
、
子
ど

も
・
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
前

兆
と
思
わ
れ
る
事
案

◆
子
ど
も
対
象
の
連
れ
去
り
、
強

制
わ
い
せ
つ
、
通
り
魔
事
件
な

ど
の
犯
罪
発
生
に
関
す
る
情
報

◆
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
有
益

な
情
報

　

な
ど
を
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
へ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
も
の

で
す
。

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
事
前
に
ご
登

録
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
説
明
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

登
録
手
順
に
し
た
が
っ
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

　

注
意
事
項

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
諸
事
情
に

よ
り
、
着
信
が
遅
れ
た
り
、

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

★
不
審
者
情
報
に
関
し
て
は
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
配
信
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

★
メ
ー
ル
の
登
録
お
よ
び
配
信
は

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
登
録
や

メ
ー
ル
着
信
時
に
発
生
す
る
パ

ケ
ッ
ト
通
信
料
や
回
線
費
用
等

は
登
録
さ
れ
た
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

①
出
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://city.izum
i.kagoshim

a.jp

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面
左
メ

ニ
ュ
ー
の「
観
光
特
産
品
」の

「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」を
ク
リ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

③「
出
水
市
不
審
者
情
報
」を
選
択

し
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
登
録
後
に
確
認
メ
ー
ル
が
届
き

ま
す
。

「不審者情報メール」の

配信について

メ
ー
ル
の
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
順

携
帯
電
話
か
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
登
録
お
よ
び
解
除
方
法

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
登
録
お
よ
び
解
除
方
法

送
信
す
る
情
報

　

出
水
市
の
不
審
者
に
関
す
る
情
報

　
【
発
生
日
時
】５
月　

日（
金
）午
前
８
時　

分
頃

２３

００

　
【
内
容
】

出
水
市
○
○
町
の
路
上
に
お
い
て
、
登
校
途
中

の
女
子
中
学
生
が
、
黒
色
の
車
に
乗
っ
た
男
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
た
事
案
。
女
子
中
学
生
が
近

く
の
店
に
駆
け
込
ん
だ
た
め
、
男
は
車
で
立
ち

去
り
ま
し
た
。

問い合わせ先
　市教育委員会学校教育課（��４０７９）

〔携帯電話のページ〕

〔パソコンのページ〕

（配信例）
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おお らら せせ知知

国民健康保険税の税率区分を変更します！
〔税率総体では増減の変更はありません！〕

〔平成１９年度　国民健康保険税率〕

〔平成２０年度　国民健康保険税率〕

◎国の制度改正に伴い、基礎課税額（医療分）の税率を、「基礎課税額（医療分）」と「後期高齢者支援金等課税
額」の税率に振り分けたもので、税率総体では増減の変更はありません。
◎本年４月より、老齢等年金からの仮徴収特別徴収（年金差し引き）をさせていただいている方も含め、全て
の国民健康保険税納税義務者（国保世帯の世帯主）に対し、本年６月中旬に、本年度の国保税額を記載した
納税通知書を送付します。
〔問い合わせ先〕本庁市民福祉部税務課課税係（��４０３１）、高尾野支所市民福祉課税務グループ（��５４０６）
　　　　　　　　野田支所市民福祉課税務グループ（��４８１２）

介護納付金課税額
（介護２号被保険者のみ）

基　礎　課　税　額
（医療分）区　　　　　　　　分

２％１０％（前年所得－３３万円）の所得割

５％２１％本年度固定資産税額の資産割

６，５００円２６，０００円加入者１人当たり被保険者均等割

６，０００円２９，０００円１世帯当たり世帯別平等割

介護納付金課税額
（介護２号被保険者のみ）

後期高齢者支
援金等課税額

基礎課税額
（医療分）区　　　　　　　　分

２％２％８％（前年所得－３３万円）の所得割

５％６％１５％本年度固定資産税額の資産割

６，５００円６，０００円２０，０００円加入者１人当たり被保険者均等割

６，０００円８，０００円２１，０００円１世帯当たり世帯別平等割

�

　

出
水
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
が
、
４

月　

日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
と
副
議
長

３０
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
選

任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

議
長
と
副
議
長
の
選
挙
は
、
単
記
無

記
名
投
票
で
行
わ
れ
、
議
長
に
垣
内
雄

一
氏（　

歳
）、
副
議
長
に
道
上
正
己
氏

６１

（　

歳
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

５７
　

各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
そ
の
他

の
委
員
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
詳
し
く
は
、
出
水
市
議
会
だ
よ
り
か

け
は
し
第
８
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
務
病
院
委
員
会
】

◎
浦
�
忠
男

○
出
水
睦
雄

　

川
畑
寿
昭
、
外
�
男
、
井
手
正
弘
、

　

垣
内
雄
一
、
�
崎
正
風

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

◎
田
上
賢
一

○
榎
園
隆

　

北
御
門
伸
彦
、 

田
悌
次
郎
、

　

中
嶋
敏
子
、
田
頭
良
成
、
近
藤
順
一

【
産
業
文
教
委
員
会
】

◎
税
所
司

○
兒
島
喜
一
郎

　

田
上
真
由
美
、
餅
井
敏
郎
、

　

本
城
利
明
、
堀
口
文
治
、
山
口
良
文

【
建
設
水
道
委
員
会
】

◎
中
里
洋
一

○
杉
本
尚
喜

　

山
口
安
任
、
表
迫
和
成
、
道
上
正
己
、

　

小
倉
幸
夫
、
築
地
孝
一

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
�
崎
正
風

○
山
口
良
文

　

北
御
門
伸
彦
、
山
口
安
任
、

　

中
里
洋
一
、
浦
�
忠
男
、
税
所
司
、

　

田
上
賢
一　

【
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
】

◎ 

田
悌
次
郎

○
中
嶋
敏
子

　

田
上
真
由
美
、
餅
井
敏
郎
、

　

川
畑
寿
昭
、
小
倉
幸
夫

　
　
　

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

議
会
の
構
成
が
替
わ
り
ま
し
た

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

議　長に垣内雄一氏
副議長に道上正己氏

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�

�
�

道上正己副議長 垣内雄一議長
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
平
成　

年
度
か
ら
中
央
図
書

２０

館
・
高
尾
野
図
書
館
・
野
田
図

書
館
３
館
す
べ
て
祝
日
開
館
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★
平
成　

年
度
か
ら
高
尾
野
図
書

２０

館
の
休
館
日
を
金
曜
日
に
変
更

し
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

◎
モ
グ　

そ
ら
を
と
ぶ（
ジ
ュ

デ
ィ
ス
・
カ
ー
）◎
ざ
っ
く
ん
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー（
竹
下
文
子
）◎
い
ま
な

ん
じ
？（
成
松
真
理
子
）◎
し
ろ
く

ま
の
ア
ン
ヨ
く
ん（
角
野
栄
子
）◎

わ
か
り
ま
す
と
も
！（
五
味
太
郎
）

◎
追
放
さ
れ
し
も
の（
ミ
シ
ェ
ル
・

ペ
イ
ヴ
ァ
ー
）◎
と
も
だ
ち
み
つ

け
た（
森
山
京
）◎
お
ば
け
の
花
見

（
内
田
麟
太
郎
）◎
ち
い
さ
な
た
か

ら
も
の（
ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
）

◎
ジ
ュ
ン
先
生
が
や
っ
て
き
た
！

（
後
藤
竜
二
）◎
オ
オ
カ
ミ
グ
ー
の

は
ず
か
し
い
ひ
み
つ（
き
む
ら
ゆ

う
い
ち
）・・・
等

《
中
学
生
・
高
校
生
》

◎
ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
の
地
球

温
暖
化
問
題（
ロ
ー
リ
ー
・
デ
ビ
ッ

ド
）◎
伴
走
者
た
ち（
星
野
恭
子
）

◎
ホ
ー
ミ
ニ
・
リ
ッ
ジ
学
校
の
奇

跡
！（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ぺ
ッ
ク
）◎

少
女
怪
談（
藤
野
千
夜
）…
等

《
一
般
》

◎
鎖
さ
れ
た
海
峡（
逢
坂
剛
）◎
科

学
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る（
小
川
洋

子
）◎
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
東

京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン（
小
路
幸
也
）◎

星
の
ひ
と（
水
森
サ
ト
リ
）◎
す
す

れ
！
麺
の
甲
子
園（
椎
名
誠
）◎
陽

だ
ま
り
の
彼
女（
越
谷
オ
サ
ム
）◎

沈
黙
の
ア
イ
ド
ル（
赤
川
次
郎
）◎

こ
の
世
の
全
部
を
敵
に
回
し
て

（
白
石
一
文
）◎
カ
ル
ト
ロ
ー
レ

（
長
野
ま
ゆ
み
）◎
遊
女
の
あ
と

（
諸
田
玲
子
）◎
サ
ウ
ス
ポ
イ
ン
ト

（
よ
し
も
と
ば
な
な
）◎
恋
す
る
力

（
藤
本
ひ
と
み
）◎
工
学
部
・
水
柿

助
教
授
の
解
説（
森
博
嗣
）◎
奇
縁

ま
ん
だ
ら（
瀬
戸
内
寂
聴
）◎
ム
ー

ヴ
ド
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｄ（
谷
村
志
穂
）◎

手
拭
い
弁
之
助（
南
原
幹
雄
）◎
サ

ハ
ラ（
笹
本
稜
平
）◎
碧
の
懺
悔

（
堂
場
瞬
一
）◎
棟
居
刑
事
の
使
命

の
条
件（
森
村
誠
一
）◎
ポ
ー
ト
ベ

ロ
の
魔
女（
パ
ウ
ロ
・
コ
エ
ー

リ
ョ
）◎
証
人
た
ち（
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
シ
ム
ノ
ン
）◎
玉
ね
ぎ
の
皮

を
む
き
な
が
ら（
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ

ラ
ス
）・・・
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

10

30

６月の休館日開 館 時 間

２日、９日、１６日、
２３日、３０日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中央図書館
(��2105)

６日、１３日、２０日、
２７日

　午前９時～午後６時

高尾野図書館
(��5452）

野田図書館
  (��3100)

図
書
館
だ
よ
り

　
自
治
会
文
庫
の
紹
介　

　

本
市
で
は
、『
出
水
兵
児
読
書

活
動
推
進
計
画
』を
策
定
し
、
昨

年
度
か
ら『
読
書
活
動
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
』を
目
指
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
に『
子
ど
も
会（
自

治
会
）文
庫
の
設
置
』を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
図
書
館
で
行

い
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、　
１９

自
治
会
で『
子
ど
も
会（
自
治
会
）

文
庫
』を
設
置
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
渡
瀬
口

自
治
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

　

渡
瀬
口
自
治
会

子
ど
も
会（
自
治
会
）文
庫
の

設
置
年
度

◎
平
成　

年
度

１９

※
４
、
５
年
前
か
ら
自
治
会
文
庫

を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

が「
出
水
兵
児
読
書
活
動
推
進

計
画
」を
策
定
し
、
平
成　

年
１９

度
か
ら「
読
書
活
動
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
始
め
た
こ
と
に
伴
い
、

文
庫
の
名
称
を「
く
す
の
き
文

庫
」と
し
ま
し
た
。

設
置
方
法　

　

本
棚
は
自
治
会
の
方
が
使
っ
て

い
た
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し

た
。

　

本
は
自
治
会
員
に
呼
び
か
け
、

家
庭
で
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
本
を

集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
本

を
選
び
文
庫
に
追
加
し
て
い
き
ま

す
。　

　

現
在
の
と
こ
ろ
月
に
５
、
６
冊

ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

の
他
、
年
に　

冊
位
ず
つ
購
入
を

１０

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
本
棚
１
台（
５

２０

千
円
〜
６
千
円
程
度
）を
自
治
会

予
算
で
購
入
し
、
本
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
す
。

蔵
書
冊
数　

　

約　

冊
。　

４００

　

絵
本
、
児
童
文
学
全
集
か
ら
歴

史
も
の
な
ど
幅
広
く
揃
え
て
い
ま

す
。

利
用
時
間　

　

会
合
、
行
事
等
で
公
民
館
を
開

放
す
る
と
き
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
会
や
老
人
会

等
の
団
体
で
も
自
由
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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昨
年　

月
か
ら
社
会
保
険
庁
が

１２

把
握
し
て
い
る
年
金
加
入
記
録
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な
い

か
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂

正
が
あ
る
場
合
や
、
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
に
は
川
内
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
本
庁
お
よ
び
各
支
所

の
年
金
担
当
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
訂
正
が
な
い
場
合
で
も
、
訂

正
が
な
い
を
○
で
囲
ん
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
　

歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を

６０
退
職
し
た
と
き（
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
の
被
保
険
者
で
は
な

く
な
っ
た
と
き
）は
、「
国
民
年
金

取
得
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者

で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き（
パ
ー
ト
収
入
が　
１３０

万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き
）な
ど

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
が
特
に
多
い
の
は
、
５
月
、
６

月
、　

月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１１

　

冬
物
の
衣
料
品
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
し
て
戻
っ
て
き
た
と
き
に

異
変
に
気
づ
い
た
り
、
秋
に
な
っ

て
着
よ
う
と
し
て
異
常
を
見
つ
け

た
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
、
次
の
点
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

①
衣
料
品
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出

す
際
に
、
数
量
、
種
類
、
シ
ミ
、

虫
食
い
、
ほ
つ
れ
、
切
傷
の
有

無
に
つ
い
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
と
一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
仕
上
が
り
品
は
、
な
る
べ
く
早

く
引
き
取
り
に
行
き
、
自
分
の

も
の
で
あ
る
こ
と
、
数
量
、
色
、

形
、
付
属
品
な
ど
を
確
認
し
て

受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

③
仕
上
が
り
品
に
か
け
ら
れ
て
い

る
カ
バ
ー
に
は
、
酸
化
防
止
剤

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
排
気

ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸

化
物
と
反
応
し
て
、
黄
変
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
仕
上
が
り

品
を
収
納
す
る
際
は
、
カ
バ
ー

を
外
し
ま
し
ょ
う
。

④
仕
上
が
り
品
に
石
油
臭
が
あ
る

時
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
溶
剤
が

残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

「
化
学
や
け
ど
」を
起
こ
す
場
合

が
あ
る
た
め
、
着
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
場
合
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
に
再
処
理
、
も
し
く
は
溶

剤
の
残
留
濃
度
の
確
認
を
依
頼

す
る
か
、
に
お
い
が
な
く
な
る

ま
で
風
通
し
の
よ
い
屋
外
で
陰

干
し
ま
し
ょ
う
。

　　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
消

費
生
活
相
談
員
が
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
万
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
被
害
に
あ
わ
な
く
て
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
本

庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
�
４
０
４
２
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
！

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報
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�
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知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

変
更
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き（
配
偶
者
が　
６５

歳
に
達
し
て
第
二
号
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
を
含
む
）は
、

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更

届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校
な

ど
に
勤
め
て
い
る
方
の
被
扶
養
配

偶
者
に
な
る
と
き
は
、
そ
の
方
の

勤
務
先
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
川
内
社
会
保
険
事
務
所
ま

た
は
本
庁
・
各
支
所
の
国
民
年
金

担
当
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間
・
保
険
料
免
除
期
間
・
若

年
者
猶
予
期
間
・
学
生
納
付
特
例

期
間
・
合
算
対
象
期
間
の
合
計
が

　

年（　

月
）以
上
必
要
で
す
が
、

２５

３００

こ
の
期
間
が
足
り
な
い
場
合
、
ま

た　

年
以
上
の
期
間
は
あ
る
も
の

２５
の
未
納
な
ど
の
期
間
が
あ
る
場
合

は
、　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
、

６０

６５

希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

４０

前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な

い
場
合
に
限
り
、
さ
ら
に　

歳
か

６５

ら　

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

７０
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
、　

歳
に
な
っ
て
か

６０

ら
本
庁
・
各
支
所
の
国
民
年
金
担

当
係
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
た
月
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

相
談
日　

６
月　

日（
木
）

１２

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

本
庁
大
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
い
た
ら

必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

こ
ん
な
時
に
は
、

こ
ん
な
手
続
き
を

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
足

り
な
い
と
き
は
、
任
意
加
入

し
ま
し
ょ
う
。
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問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁

　
　

市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課　

　
　
（
�
�
２
１
１
１
）
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

６　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１６
（月）

�○６４ ８８００名古東泌尿器・性病・内科林泌尿器科クリニック［当］

１
（日）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６４ ８２６０六月田中整外科整形外科ばばぐちクリニック［当］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１７
（火）

�○７２ ５００５（阿久根市）皮膚科山下ひふ科［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１８
（水）

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１９
（木）

�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］２
（月） �○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［夜］２０

（金）
�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］３
（火） �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

２１
（土）

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］４
（水） �○６４ １５００鹿 島こどもリニック永松［児夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○８２ ００６５大久保内・外・小児科朝倉医院［当］

２２
（日）

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］５
（木） �○６７ ２０３１早 馬外・胃腸科井上医院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］６
（金） �○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
７
（土） �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６４ １５００鹿 島こどもリニック永松［児夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２３
（月）

�○６４ ２１０１太鼓橋内・消化器科友愛クリニック［当］

８
（日）

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６２ ２３１１千本付脳神外・脳神内科さくら通りクリニック［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］２４
（火）

�○７２ ００３８（阿久根市）内・外科喜多医院［当］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２５
（水）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］２６
（木）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［夜］９
（月） �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２７

（金）
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］１０
（火） �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２８
（土）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１１
（水） �○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６４ １５００鹿 島小児・内科こどもリニック永松［当］

２９
（日）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１２
（木） �○６７ ２６００天神・出水産婦・内・外科境田医院［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外・小児科山田クリニック［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１３
（金） �○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１４
（土） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］３０
（月）

�○６３ ８３００石坂・出水内・胃腸科しもぞのクリニック［当］

１５
（日）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６２ ０４１９諏訪馬場精神・内科出水病院［当］

�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］

�○７５ ０２００（阿久根市）胃腸・外科黒木胃腸科外科医院［当］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］
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ＨＯ
Ｔ！

ＨＯ
Ｔ！

愛
称
は「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」で
す

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
募
集
に
は
、

　

件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

３１９
　

未
来
の
資
源
確
保
や
ゴ
ミ
の
減
量
な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
親
し

み
や
す
い
愛
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
田
代
宗
輔

さ
ん（
元
町
･
出
水
）の「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」に

決
定
し
、
３
月　

日
に
市
長
室
で
賞
状
と
図

２６

書
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」の
由
来
は
、

　

エ
コ
＝
エ
コ
ロ
ジ
ー（
自
然
環
境
保
護
）

　

リ
＝
リ
サ
イ
ク
ル（
再
利
用
、
再
生
す
る
）

　

ア
＝
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン（
組
合
）で
す
。

　

出
水
市
、
阿
久
根
市
、
長
島
町
の
２
市
１

町
で
つ
く
る
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合（
理

事
長
・
渋
谷
俊
彦
市
長
）の
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」が
完
成
し
、
４
月

　

日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１８
　

式
は
、
本
市
野
田
町
の
現
地
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約　

人
が
参
加
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

１００

く
す
玉
を
割
り
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」は
、
２
市
１
町
の
粗
大

ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
る
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ン
な
ど
の
資
源
ご
み
も

集
め
ら
れ
、
資
源
の
再
利
用
を
目
的
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
。

　

渋
谷
理
事
長
は
、「
資
源
の
再
利
用
と
ゴ

ミ
の
減
量
が
進
み
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」が
完
成

　

４
月　

日
、「
第
７
回
み
か
ん
の
花
咲
く

２７

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
日
和
と
な
り
、
参
加
者
も
過
去
最
高

の　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

７９６

　

コ
ー
ス
は
、
５
�
と
７
�
の
２
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
途
中
の
休
憩
所
で
は
、
自
分
で

搾
っ
た
ミ
カ
ン
が
飲
め
る
コ
ー
ナ
ー
や
地
元

の
方
々
の
手
作
り
の
漬
け
物
な
ど
が
準
備
さ

れ
た
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
後
は
だ
ご
汁
も
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
大
会
は
、
平
成
９
年
に
針
原
地

区
で
発
生
し
た
土
石
流
災
害
の
後
、
針
原
地

区
む
ら
づ
く
り
委
員
会（
古
川
守
委
員
長
）が
、

同
地
区
の
復
興
し
た
姿
を
見
て
も
ら
お
う
と

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
所
期
の
目
的
を
達

成
し
た
と
し
て
、
今
年
が
最
後
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
宮
後
治
八
会

長
）が
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
毎
年
開

催
し
て
い
る
新
世
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
５
月
２

日
、
出
水
商
業
高
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

回
目
の
今
回
は
、「
ネ
ッ
ト
に
潜
む
わ

１２
な　

君
た
ち
は
大
丈
夫
か
！
」の
テ
ー
マ
で

行
わ
れ
、
生
徒
や
教
諭
ら
約　

人
が
参
加
し

５００

ま
し
た
。

　

初
め
に
鹿
児
島
県
警
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策

室
の
米
森
孝
一
郎
警
部
補
か
ら
、
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
で
の
迷
惑
メ
ー
ル
や
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
方
法
や
被
害
に
あ
っ
た
時
の
対
処
方

法
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
生
徒
と
教
諭
ら

　

人
が
壇
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

１１方
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

新
世
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

賞状を贈られた田代さん賞状を贈られた田代さん（左から３番目）（左から３番目） 集められたペットボトル集められたペットボトル
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　市教育委員会では、毎年、新入学児童に防犯ブ
ザーと安全帽子を贈呈しています。今年は、市内１４
小学校の５８４人に配布しました。荘小学校では、川
�咲子校長が、迫口優さん、日迫友也くん、宮崎啓
司くんの３人に手渡しました。３人は、教室でラン
ドセルにつけて防犯ブザーの使い方を学びました。

新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー

と
安
全
帽
子
を
贈
呈

　高尾野内水面漁協組合（�崎正風組合長）が、４
月２８日、高尾野川に稚アユを放流しました。
　放流された稚アユは１３０�、約１８，０００匹で、組合
員１０人が高尾野川の８カ所に放流しました。
　高尾野川のアユ漁解禁日は、６月１日です。

　４月１１日、出水小学校で、同小学校の新１年生
（６０人）が参加し、災害救助犬のはやと号と一緒に横
断歩道の正しい渡り方などを楽しく学びました。
　この教室は、出水警察署の主催で行われ、倒壊家
屋にみたてた木箱に隠れた人を、はやと号の臭覚で
発見する臭気訓練が披露されました。

災
害
救
助
犬
と
学
ぶ

交
通
安
全
教
室
を
開
催

　４月２９日、市青年の家で春の自然まつり「第６回
チャレンジ・ラリー」が開催されました。
　チャレンジ・ラリーは、どきどきコース（ポイン
ト１０カ所）とわくわくコース（ポイント７カ所）の２
コースで行われ、親子や友だち同士でチームを作っ
た４３組、１８１人がさまざまなゲームに挑戦しました。

さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に

挑
戦

高
尾
野
川
に
稚
ア
ユ

を
放
流

　４月２０日、味噌なめての碑公園で「味噌なめてま
つり」が開催されました。
　これは、小原地区むらづくり委員会（若松芳樹委
員長）が行っているもので、会場では、ラムネ早飲
み大会や丸太早切り大会などが行われたほか、伝統
芸能の「新地節」が披露されました。また、来場者に
は手作りの味噌とおにぎりが振る舞われました。

　５月７日、渋谷市長から中村信洋さん（太田原住
宅）に表彰状が手渡されました。
　これは、４月２日に上鯖渕で発生した建物火災の
際、中村さんの迅速かつ的確な通報と行動により、
被害を最小限にとどめられたことに感謝し贈られた
ものです。　

伝
統
芸
能
の「
新
地

節
」を
披
露

表
彰
状
を
贈
呈
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セキュリティタウン　安心の街　いずみ 

自転車の盗難 月平均５件 

おれんじ 

おれんじ 

先 

（防犯登録） 
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　市内でもヤシオオオサゾウムシの被害が出ています。
　次の点に注意して被害拡大を防ぎましょう。

こんな異常はありませんか？
①　新しい葉は元気がなく垂れ下がっている。
②　葉が枯れて抜け落ち、少なくなっている。
③　古い葉だけが残っている。

防除の方法
〇被害を受けている木は、伐採し焼却またはくん蒸処理します。
〇予防には、樹冠部への薬剤散布が有効です。
　（スミパインＭＣ剤　５０倍液）
※薬剤散布に当たっては、周辺部へ農薬飛散のないように気をつけましょう。

　問い合わせ先　
　　本庁農林水産課農畜産係（��４０５６）
　　高尾野支所産業建設課産業振興グループ（��５４２３）
　　野田支所産業建設課産業振興グループ（��４８１６）
　　鹿児島県北薩地域振興局農林水産部出水支所農政普及課（��３１１１）

フェニックス（ヤシ類）が枯れていませんか？
ヤシオオオサゾウムシに注意!!

【フェニックス被害
の様子】
上部の新しい葉がな
くなり、古い葉が垂
れ下がって最後には
枯れてしまいます。
なお、被害木には多
くの害虫が残ってい
る可能性があります。

【成虫】３cm程度の大きさ。
赤褐色から茶褐色で突き出
た口を持っています。発生の
ピークは６月、９月。

【幼虫】長さ５cm、幅２cmく
らいの大きさ。乳白色から茶
褐色で脚がなくずんぐりむっ
くりした体型です。葉っぱの
柄の内部や幹上部を食べます。

地域の活性化と新たな自主財源の確保を図るために、有料広
告を募集します。

広告規格　■フルカラー・５４×８７��
広 告 料　■１枠１５，０００円（税込み）
　　　　　■５４×１７８��も可（この場合、３０，０００円となります。）
掲載単位　■広報いずみ発行１回ごと
　　　　　■複数回にわたる掲載も可能です。

【申込・問い合わせ先】
　　本庁政策経営部政策経営室政経広報係
　　　�０９９６�４０３４（直通）

成長点 
を中心 
に加害 
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（
出　

生　

児
）　

（
保
護
者
）

嶋　

田　
 
心 　
 
陽 　

（
正
秀
・
陽
子
）

こ 

は
る

梶　

原　
　
 
蒼 　
　

（
聡
・
静
香
）

あ
お
し

一
住 
　
 
夢 　
 
大 　

（
克
幸
・
か
お
リ

）

ゆ
め 

と

一
住 
　
 
童 　
 
夢 　

（
克
幸
・
か
お
リ

）

ど
う 

む

中　

西　
 
蒼 　
 
羅 　

（
優
・
奈
緒
美
）

そ 

ら

櫨　

本　
 
匠 　
 
瑛 　

（
智　

幸
）

し
ょ
う 

え
い

池　

上　
 
莉  
桜  
菜 　

（
龍
三
・
綾
乃
）

り 

お 

な

樋　

口　
 
苺 　
 
花 　

（　

肇　

）

ま
い 

か

坂　

元　
 
美 　
 
虹 　

（
弘
樹
・
深
里
）

み 

れ
い

犬　

窪　
 
健 　
 
斗 　

（　

健　

）

け
ん 

と

福　

元　
 
優 　
 
真 　

（
幸　

樹
）

ゆ
う 

ま

�　

涯　
 
慎  
之  
介 　

（
洋
介
・
奈
生
）

し
ん 

の 

す
け

松　

下　
 
結 　
 
花 　

（
裕　

也
）

ゆ
い 

か

茂　

原　
 
大 　
 
毅 　

（
剛　

史
）

だ
い 

き

本　

山　
 
菜  
 々 
美 　

（
哲　

也
）

な 

な 

み

福　

島　
　
 
百 　
　

（
力
・
恵
里
香
）

も
も

北　

原　
　
 
響 　
　

（
和
憲
・
聖
子
）

ひ
び
き

福　

川　
 
翔 　
 
馬 　

（
鉄　

平
）

し
よ
う 

ま

大　

迫　
 
駿 　
 
斗 　

（
俊　

也
）

は
や 

と

 
　

村　
 
羽 　
 
琉 　

（
秋
久
・
恵
子
）

は 

る

島　

岡　
 
隼 　
 
人 　

（
正
人
・
雅
）

は
や 

と

竹　

田　
 
快 　
 
晴 　

（
秀
二
・
知
恵
）

か
い 

せ
い

宇　

宿　
 
裕 　
 
翔 　

（
貴
裕
・
ゆ
か
り

）

ゆ
う 

と

竹　

林　
 
心 　
 
咲 　

（　

豊　

）

み 

さ
き

吉　

留　
　
 
翔 　
　

（
達
郎
・
理
奈
）

か
け
る

名　

阪　
 
祐 　
 
冴 　

（
彰
匡
・
の
り
子

）

ゆ
う 

ご

猿　

樂　
 
紘 　
 
彩 　

（
修
・
洋
子
）

ひ
ろ 

あ

山　

口　
 
夢 　
 
月 　

（
正
人
・
夢
美
）

ゆ 

づ
き

有　

村　
 
知 　
 
隼 　

（
良　

明
）

ち 

は
や

深　

水　
 
結 　
 
菜 　

（　

勝　

）

ゆ
い 

な

四　

位　
 
瑠 　
 
唯 　

（
信
一
郎
・
麻
美

）

る 

い

上　

野　
 
心 　
 
愛 　

（
満
志
・
紗
也
加

）

こ
こ 

あ

前　

田　
 
洸 　
 
毅 　

（
光　

男
）

こ
う 

き

野　

田　
 
瑞 　
 
姫 　

（
博
文
・
千
穂
子

）

み
ず 

き

（
４
月
２
日
〜
５
月
７
日
届
け
出
分
）

（
死　

亡　

者
）（
年
齢
）（
住
所
）

岩　

本　

タ　

ケ　
　
　

天
神（
出
水
）

89

迫　
　
　

繁　

吉　
　
　

柴　
　

引

84

坂　

本　

久　

義　
　
　

沖　
　

田

69

園　

畠　
 
　

江　
　
　

上
沖
田

97

岩　

�　

ミ
ツ
ヱ　
　
　

石
坂（
高
尾
野
）

88

満　

岡　

平
八
郎　
　
　

上
水
流

78

稲　

田　

エ　

ミ　
　
　

鹿　
　

島

74

西　

森　
　

和　
　
　
　

今　
　

村

78

河　

末　

嘉　

三　
　
　

諏
訪
馬
場

86

吉　

留　

一　

枝　
　
　

八　
　

坊

79

川
原
園　

ト
シ
子　
　
　
下
大
野
原（
出
水
）

79

大
川
内　

三　

郎　
　
　

町（
高
尾
野
）

73

内　

野　

洋　

一　
　
　

内
野
々
上

64

小　

園　
　

淳　
　
　
　

太
田
原
住
宅

64

藏　

園　
　

道　
　
　
　

麓
団
地

83

山　

口　

正　

昭　
　
　

砂　
　

原

55

柏　

木　

尚　

一　
　
　
　

原　

81

古　

賀　

角
三
郎　
　
　

花
立
東

89

宮　
 
　

諒　

子　
　
　

向　
　

江

65

前　

田　

ミ　

ネ　
　
　

政　
　

所

81

小　

園　

三　

郎　
　
　

井　
　

上

83

秋　

吉　

吉
太
郎　
　
　

鹿
島
住
宅

87

平　

山　

義　

夫　
　
　

天
神（
野
田
）

86

松　

尾　
　

茂　
　
　
　

大　
　

平

81

古　

賀　

ユ
リ
子　
　
　

上
山
崎

81

又　

野　

紘　

一　
　
　
　

瀉　

64

西　

田　

テ　

ル　
　
　

上
餅
井

87

蒔　

平　
　

守　
　
　
　

天
神（
出
水
）

80

西　

坂　

は
つ
子　
　
　

桜　
　

町

93

田　

渕　
　

巖　
　
　
　

表
郷
西
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６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（５月１日現在：住民基本台帳）

２万４，１１２（＋１８２）世 帯 数
５万７，３５９（＋２５３）人　　口
２万６，８７９（＋１２５）男
３万　４８０（＋１２８）女

３４出　　生
５５死　　亡
４９０転　　入
２２１転　　出

（　）内は前月比

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局
６月　１日

朝 日 町��０９７８歯 科福 留 歯 科 医 院

早　　 馬��５００２マリン薬局米ノ津店

六月田中��５２５３フ タ ヤ 薬 局

６月　８日

大　　 日��４４１１歯 科石 沢 歯 科 医 院

太 鼓 橋��５５５１め ぐ み 薬 局

千 本 付��７０００さ く ら ん ぼ 薬 局

６月１５日

茶 円 堀��８２４１歯　 科はしぐち歯科クリニック

野添（出水）��８８００Ｄ・ＭＬ五万石薬局

６月２２日

（阿久根市）��０４７０歯　 科久 木 田 歯 科 医 院

栄　　 町��０９９８ト ク モ ト 薬 局

６月２９日

（阿久根市）��３２２２歯　 科宮 薗 歯 科 医 院

鹿　　 島��３９７０か し ま 薬 局

天　　 神��７６３７エ ン ジ ェ ル 薬 局

※第５０回全国水道週間（１日～７日）
※歯の衛生週間（４日～１０日）
１日（日）�アユ漁解禁（米ノ津川、高尾野川）
２日（月）�特設人権相談（午前１０時～午後３時・市中

央公民館、高尾野農村環境改善センター、
野田老人福祉センター）

８日（日）�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン
パークいずみ）１５日、２２日、２９日（同）

１２日（木）�出水地区年金相談（午前１０時～午後０時１５
分、午後１時～同３時・本庁大会議室）

１８日（水）�巡回相談（午前９時・社会福祉会館）
２１日（土）�出水市民大学（午後２時・市音楽ホール）
２２日（日）�第３回出水市女性ソフトバレーボール大会

（午前８時３０分・市総合体育館ほか）
２６日（木）�鹿児島県知事選挙告示日
２７日（金）�鹿児島県知事選挙期日前投票（午前８時３０

分～午後８時・本庁会議室、高尾野支所小
会議室、野田支所会議室）

２８日（土）�クレインパークいずみ企画展「夜空の向こ
うは・・・」（クレインパークいずみ）８月３１日
まで

２９日（日）�東光山公園下刈ボランティア作業（午前９
時３０分・東光山公園）

３０日（月）�固定資産税縦覧最終日（本庁税務課、各支
所市民福祉課）

みんなで加入しよう！

出水市交通災害共済　
　今年も、『出水市交通災害共済』（通称：１円保険）の
切り替え時期になりました。
　この共済は、１人当たり年額３６０円（１日約１円）と
いう安い会費で、交通事故で死傷したときに見舞金を
受け取ることができる市民相互の救済制度です。
　もしものときのために、家族そろって加入しましょ
う。
　
加入できる人
　①出水市に住所登録または外国人登録されている方
　②市外に居住する学生で保護者が①の方
共済有効期間
　平成２０年７月１日から平成２１年６月３０日まで
　（７月１日以降に加入された方はその翌日から有効）
共済適用事故
　自動車、二輪車等による人身事故および自損事故
※申込書は、各戸に配布しますが、本庁市民生活課、
高尾野支所市民福祉課、野田支所市民福祉課にも準
備してあります。申込書の裏面に掲載してある「注
意事項」と「とりきめ」をよく読んでからお申し込み
ください。
　
問い合わせ先
　本庁市民生活課生活環境係（��２１１１、内線１３７）
　高尾野支所市民福祉課市民生活グループ（��５４１６）
　野田支所市民福祉課市民生活グループ（��４８１３）
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先
日
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
横
の
米

ノ
津
川
の
川
原
に
３
羽
の
ム
ナ
グ
ロ

と
い
う
鳥
が
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

渡
り
の
時
期
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
水

田
、
畑
、
河
原
、
芝
地
な
ど
の
乾
燥

し
た
場
所
を
好
む
鳥
で
す
。　

　

鳥
に
は
、
夏
と
冬
と
で
は
羽
の
色

が
変
わ
る
も
の
が
い
ま
す
。
ム
ナ
グ

ロ
も
そ
の
一
種
で
す
。
夏
羽
は
、
胸

の
羽
が
黒
く
、
背
中
は
黄
褐
色
と
黒

が
混
じ
っ
た
ま
だ
ら
模
様
で
す
。
冬

羽
は
胸
の
部
分
が
淡
い
灰
褐
色
に
な

り
ま
す
。
夏
羽
の
よ
う
す
か
ら
ム
ナ

グ
ロ
の
名
が
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

田
ん
ぼ
で
よ
く
み
る
ア
マ
サ
ギ
も
、

夏
羽
は
頭
の
辺
り
が
橙
黄
色
で
す
が
、

冬
羽
は
真
っ
白
で
す
。
平
地
や
山
地

で
見
か
け
る
ノ
ビ
タ
キ
も
、
夏
羽
は

頭
か
ら
の
上
面
が
黒
褐
色
で
す
が
、

冬
羽
は
全
体
が
淡
い
橙
色
で
す
。

　吉海保さん（高牟礼）が、ＮＨＫ鹿児島放送局の「第
１回アマチュアビデオ大賞」を受賞され、４月２４日、
渋谷市長に受賞の報告をしました。
　吉海さんは、ビデオを撮り始めて３５年のベテラン。
ＮＨＫ鹿児島放送局の「撮ってもビデオ」のコーナーに
投稿し、「巨大キノコ」と題した作品で大賞を受賞しまし
た。
　また、昨年は同コーナーで吉海さんの作品が５４本放
送され、放送された数もトップとなりました。
　吉海さんは、「今後も本市の珍しいニュースや地域
の行事などを県内に届けたいと思います」と話してい
ました。

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ををををををををををををををををををををををををををををををををを県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内にににににににににににににににににににににににににににににににににＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ本市を県内にＰＲ

　特別養護老人ホーム「野田
の郷」へ出かけて、一緒に歌
やおゆうぎをしてたくさんの
触れ合いを行っています。お
じいちゃんやおばあちゃんは
泣いて喜んでくださいました。

　野田幼稚園には、独自の
プール施設があり、毎日夏場
は碁石拾いやトンネルくぐり
などをして水遊びを楽しんで
います。水を怖がっている子
も少しずつ慣れていきます。

　今年度は「健康」をテーマに
「食育」に取り組みます。好き
嫌いをなくそうというねらい
で「フルーツトマト」を植えて
みました。おいしいトマトに
なってね。

　さくらの花の下で、絵本や
紙芝居の読みきかせを行った
り、野田図書館に全園児で出
かけたりしています。絵本の
すばらしさやおもしろさを伝
えています。

幼児ひとりひとりの生きる力をはぐくむ教育幼児ひとりひとりの生きる力をはぐくむ教育
～いろいろな体験活動を通して～～いろいろな体験活動を通して～

『今月の問題』
　空には８８の星座が
ありますが、ないの
はどれでしょう。
　
　Ａ　つる座
　Ｂ　じょうぎ座
　Ｃ　かめ座
　
☆答えはホームペー
ジか来月号で
（先月号の答えは、
　Ｂのホトトギスモ
ズでした。）受賞の報告をする吉海さん（写真左）

【緑陰読書】【緑陰読書】 【トマト植え】【トマト植え】 【園内でプール遊び】【園内でプール遊び】 【秋の遠足】【秋の遠足】


